
2024年4月16日木曜日　10時30分～11時35分 

4月度理事会 
出席：合田、川口、小林、林田、山縣、福本 

開催方法：zooomによるリモート 

議題 

1. 令和6年3月末収支及び決算見込みについて 

- 　収入は約338万、支出は約920万で、損益としては約400万のマイナスとなっ
た。例年、3月には減価償却費や法人税等年に一度の計上があるためにマイナスに
なります。但し、その額は予定の範囲内であり、年間収支では能登半島地震の寄
付が増えたにもかかわらず昨年よりも微増した。 

- 　令和5年度の決算について、流動資産は約790万で100万の増、内訳は預金の
増が主な理由、流動負債は約827万で300万の減、こちらは未払費用の減が主な
理由、資本・剰余金は変わらず、利益剰余金は特別積立金が300万・教育情報費
用を30万積み上げ、当期末未処分利益が約408万、税引前正味財産が約669万と
なった。組合運営的には順調に推移し、組合員の財産を減らす事なく増やせてい
る。 

- 　損益について、今年度の収入は約6,876万で前年対比502万の増（工事収入・
補助金等の増加）、支出は約６,468万で前年対比734万の増（総会費・旅行、寄
付金等の増加）、損益は約408万で前年対比232万の減となった。 

- 　減価償却で主に増えたのは作業車である軽トラックの１号車を入れ替えたこと
以外に大きな変化はなかった。 

- 　所有する車両が1台減り、9台となったことで10台以上保有による保険料の割
引が無くなった。また、現在の車両の使用方法については、より効率的な運用を
目指すために現況の経過を見ることに。 

2. 総会開催について 

- 　来賓は市長が欠席、水道局管理者・市議会正副議長は出席。 
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3. 令和6年度修繕当番について 

- 　11社が参加予定。1社減り、現在水道本管工事を受注している組合員へ参加の
お願いのために訪問を行った（理事長・副理事長）。気持ちはあるものの、条件
的に難しいと断られるが、本管工事を請け負っている他の組合員は全社当番を行
なっているため、今後検討して貰うために継続してお願いする。 

- 　待機料に関し、本年度はほぼ前年度並みとなった。人件費や燃料高熱費等、
様々なものが上がっているが、待機率の低下（修繕が増え、待機している時間が
短くなっている）等により、増加とならなかった。競技の結果、日数の多い平日
の待機料を1万円増やし、日数の少ない土日祭日を1万円減、ゴールデンウィー
ク・年末年始の特別期間を1万円増として、組合員の取り分を微増させることで
決定した。 

4. その他 

　　理事会内では発表できなかったが、電力のグリーンかにつて、中国電力は現状
の3円／kWhアップ、他社は現在試算中である。 

以上
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